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　この外，五月末からつ品詞座の火球を含む流星群が見られる．
　　　　　　　　x　x　x　x　x　關東班では，四月の乙女座及琴座流星群を目標として，協同観測が計書され
てみる．立派な結果の得られることを期待する．
　四月9日18時45分，東京市の中川登代両氏は，金星に敷倍する大火球を西天
で見られた．同火球を見られた：方の報告を希望する．
　　　　　　　　×　　　　　　　x　　　　　　　x　　　　　　　x　　　　　　　x
　四月の琴座流星群について，栗原正雄氏（Ku）及筆者（Ko）の観測したる結果
は次表の如きものであった，
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　極大は忌屋数から見て，23日朝にあった様であるが，面心光度を考慮：に入れ
ると，貫の極大は22日から23日に至る間にあったことが首肯される．一時間の
亭均敷ば23日朝で9個，修正値11．2個であった．琴座流星群の出現は近年寡少
であることは略々間違．いなV・事實である．今年，光度の大なるものが若干あっ
た事は特記すべきことである．（四月27rD
